Level4 and upper_1: にぎりこぶし　(むらの　しろう)			
			
　　　　			
悲 (かな)しいときや苦 (くる)しいとき		
ぼくはいつも			
こぶしを　かたくにぎりしめる			
すると、苦 (くる)しみや悲 (かな)しみは			
みんな　ぼくからにげてゆく			
			
勉強 (べんきょう)で　なきたくなったとき			
ぼくはぐっと			
こぶしを　かたくにぎりしめる			
すると、本 (ほん)の字 (じ)が　はっきり見 (み)えてくる		
			
Level4 and upper_2: ぼくがここに   (まど　みちお)			
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　			
			
ぼくが　ここに　いるとき			
ほかの　どんなものも			
ぼくに　かさなって			
ここに　いることは　できない			
			
もしも　ゾウが　ここに　いるならば			
そのゾウだけ					
					
どんなものが　どんなところに			
いるときも			
			
その「いること」こそが			
なににも　まして			
すばらしいこと　として			
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Level4 and upper_3: 雑草 (ざっそう)のうた　（つるおか　ちよ）


せっかく　花 (はな)を　さかせても
せっかく　葉 (は)っぱを　ひろげても
ふりむいていく　人 (ひと)はない

　　　それでも平気 (へいき)さ　みんなして
　　　むんむん草 (くさ)むら　つくってく

どんなに　のどが　かわいても
どんなに　ほこりを　かぶっても
水 (みず)など　くれる　人 (ひと)はない

　　　それでも平気 (へいき)さ　上 (うえ)むいて
　　　のびたいほうだい　のびていく
　　　きらきらしながら　生 (い)きていく

